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クリスチャンの価値観（ヨハネ7:1-9）
　2013年、最後の聖日礼拝をともに捧げることができますことを感謝し、幸いに思っています。神様の恵みに感謝しながらお互いに言いたいと思います。「私は幸い。あなたも幸い」。今年も1年間ふり返ってみるといろいろなことがありました。個人的にもいろいろなニュースがあったと思います。特に災害、震災のあと3年も経つのに、まだ仮設住宅で過ごしてとても大変な暮らしをしているニュースを見ながら、多くの人が残念でかわいそうだなと思っているかもしれません。そして、そうでない人々に対してはかわいそうではないと自然に当たり前に思っているのではないでしょうか。ニュースの中には人殺しのニュースもたくさん耳にしました。犯罪者はとても悪い人間だと思っていること自体が、そういうことをしていない自分、人々はよい人といつのまにか当たり前に思っているかもしれません。本当にそうなのでしょうか。私たちはクリスチャンとして1年の最後を迎え、また新しい年を迎えようとしています。多くの人が「よいお年を」と挨拶しながら、できるだけ今年よりは素晴らしい良い年を迎えたいと願っています。そのために忘年会などもやっているかもしれません。1年間を水に流してすっきりした気持ちで新しい年を迎えたいということでしょう。でも、クリスチャンの私たちは1年間の最後を吟味してきちんと整理しながら新しい年を迎えないと、残念な毎年グレードアップしていたはずなのに、そのようなことを味わえないまま同じものが繰り返されるようになるかもしれません。そういう意味でときは同じく流れているのですが、1年最後という意味合いをもって、クリスチャンとして非常に大切な部分を整理しないといけないのではと思います。特に整理の中でも価値観のことです。1年間を振り返って、総合してよいこと、悪いこと、悲しいこと、うれしいこと、いろいろあったでしょう。ときには病気をしている方もいらっしゃるかもしれません。様々なことを総合してクリスチャンであれば、もう一度確認しながら、あるいはきちんと整理されていなかった場合にはそれがしっかりと整理される材料にしないといけないと思います。特に価値観のことです。価値観にはいろいろありますが、特に今日、イエス様をはこのようにおっしゃっています。ユダヤ人がイエス様を殺そうとしているので、イエス様はガリラヤを巡り、ユダヤから少し離れていたと書いてあります。それでなぜユダヤ人がイエス様を殺そうとしていたのか、その理由について後半にこのようにおっしゃっています。イエス様が世に、彼らに向かって彼らの行いが悪いとおっしゃっているので、彼らはイエス様を憎み殺そうとしていました。イエス様はパリサイ人を中心にして特にユダヤ人の霊的指導者のレベルの人々、宗教に熱心だったユダヤ人向かって彼らの行いが、彼らの人生そのものが悪い、悪だとおっしゃっています。なにをそんなに悪いことをしたのでしょうか。今、イエス様がおっしゃっている対象は一般的に考えたときに、取税人、売春婦、罪を犯して刑務所に入っている者などの部類ではなく、そこからは区別されているハイカラなレベルの人です。彼らは泥棒をしたり、人を殺したりと悪いことをしていたわけではないのに、イエス様は彼らに向かって「彼らの行いは、彼らの人生は悪いものだ。悪だ」とおっしゃっています。なぜそうおっしゃったでしょうか。それが彼らにはひっかかって、イエス様のことを憎むようになり、イエス様を殺そうとまでしたのです。なにをイエス様がおっしゃったのでしょうか。彼らに向かって、なぜ彼らを悪いとおっしゃったのでしょうか。私たちが考えている価値基準から見たときには、彼らを悪いというわけにはいきません。むしろ、イエス様のところにたくさん集まってきていた、彼らから見たときに指を刺されるような人々のほうが悪いと言われるのが当然ではないでしょうか。今までの私たちの価値基準から見るとそうなるでしょう。それなのに、イエス様はパリサイ人とユダヤ人に向かってそう、彼らは自分なりには頑張っていると自負している人々です。彼らに向かって悪いとおっしゃっています。というのは悪、悪い、よい、善という基準が私たちが持っているものと、聖書が教えている、イエス様が語っていること、真の価値観とはだいぶズレがあるのではないかということを考えないといけません。これは非常に大切です。この部分を聖書が言っているとおりに正しく理解して、それを中心にして皆さんが価値観について正しくまとめて整理しないと、せっかく神様の恵みによってクリスチャンになって祝福の存在なのに、それが発揮できません。余計なものにずっと捕らわれたまま、どこに問題があって何をどうすればいいのかもこんがらがっているまま、また時間が流れてしまうようになるだけなのです。だから、1年最後の方に毎週、同じことを繰り返して申し上げているのですが、1年の最後なのでそのような心構えをもって、本当に自分はどのような価値観を持っているのかということを吟味する必要があります。その本当の価値観、基準によってその人は泣いたり笑ったり心配したりほっとしたり、いろいろな反応がその人生の歩みの中にあります。非常に大切なテーマではないでしょうか。またこれがきちんと整理されて、ここからスタートしないと結局、空回りするだけです。

私たちは実は生まれたときから本能的になにかの価値観をもって生まれるようになります。赤ちゃんなので何も意識がない、何も考えがないと思うかもしれません。でも、聖書には生まれながら神に背いて、神から反対の方に行くと言う本能を持って生まれると教えています。そのように皆生まれて、自分がそこに生まれたいと願って志願して生まれたわけではないですが、それぞれ家庭を持つようになります。家庭環境の中に生まれるようになります。そこでそれぞれの家庭が持っている価値観というものがあります。それに知らないうちに、ものすごく自然に染まって染み込まれるようになります。そのようにして自分がわざと学ぼうと意識的に頑張ったわけではないのに、生まれるときから、家庭環境の中からなにかの価値観がその人の中に注入されるようになります。それは認めたくないでしょうが認めないといけません。これは聖書のお話の前にこれを認めないと皆さんはIQがものすごく低い人間になります。だから、これは普通に認めないといけません。当たり前なことなので。皆さんが、今の皆さんになっていて、いろいろな価値観によってその人は結局、動くようになりますので、それがいきなりどこかで学んでそうなったわけではなく、生まれたときから持ってきたもの、家庭環境の中からいろいろ影響受けたものによって、皆さんの内側に形成されているものです。それにある程度の年になりますと、皆、ある意味、強制的に、義務的に学校に行かないといけません。今の現代の社会システムというのはそのようになっています。それで学校に行き、学校教育をとおして知らず知らずその人はなにかの価値観が形成され、それが形になって固まっていくようになります。そのように学校教育をだいたい20年ほど受けて、それから皆、社会に出ていくようになります。社会に出ていくと社会の風土があり、社会動いている全体が勝ちというものがまたあるし、それぞれの職場、行く所々においてのまた細かい価値観というものが存在します。そこでまた新たないろいろな価値観が加わっていくようになり、そのようなすべてのプロセスの中でひとりひとりが様々な経験をするようになります。その経験によってその人の価値観はまたいろいろな形に変わるようになるでしょう。ものすごく貧乏な生活をしている者の価値観はまたそれなりに影響を受けて、そこから中々、逃げられません。昔、戦争を体験した世代の人はほとんどがその戦争という経験によって、なにかの価値観というものが彼らの頭の中には入っていくようになります。このように小さな経験であれ、大きな経験であれ、いろいろな個人的な経験をとおして皆、それが知らず知らずその人の価値観になり、それをもって物事を見ていくし、また人生を歩いていくようになります。また、いろいろな問題にぶつかるようにもなります。そのときごとにその人がなにかを考え解釈し、答えを出して選択をするということがそれによって左右されるようになるのです。人によっては特別にイデオロギーをとてもつよく教えられ、それがその人の価値観を捕え、そのために自分の身に火をつけて自殺をするところまで行ったり、自爆テロを強い誇りを持ってやるようなところまで行きます。なぜかというと彼らにはそのような価値観が産み付けられているので、その価値観から見たときにはそれがものすごく価値あることになってしまうのです。ですから、自分の価値観によってものすごく価値あるもののためにその人はすべてを捧げ、ときには命も捧げるようになります。
また、それが手に入らない場合は絶望して、ときには手段を択ばないでいろいろなことをやったりというようなことがあります。そのようにして、ひとりひとりに形成されている様々な価値観によって多くの人がなにが悪いことなのか、なにが良いことなのかを判別するようになります。なにが良いことでしょうか。なにが善でなにが悪なのでしょうか。皆さんはなにを見てそうするのでしょうか。犯罪者を見ながら、万引きをする人を見ながら、家庭内暴力をふるう旦那さんを見ながら、「旦那は悪いね。あれは悪だ」と思うでしょう。なにを基準にしてそう思うのでしょうか。そう思うのは社会共通かもしれませんが、そのようにすぐ思うようになるのはそれなりの基準がもうすでにその人の中に入っていて、その人を捕えているということでしょう。検討の余地もありません。だから、そうしないように頑張るのです。そうしないことが善だとなっているのですから。それが別に悪い、間違っているというつもりはありません。でも、クリスチャンの私たちはそのような今まで生まれたときから様々な経験によって形成された価値観のまま見て判断して、それに動かされるようになりますと世の中において勝利のものなのに残念ながら失敗を繰り返すようになります。そのためこれを非常に大切なテーマとして吟味していただきたいと思います。なにが悪なのでしょうか。イエス様はなにを見て悪い、悪とおっしゃったのでしょうか。私たちが見ているようにパリサイ人やユダヤの指導者が家庭内暴力をふるって、あるいは万引きをして刑務所に入ったので、あるいは麻薬を手に入れるため密売していたので彼らは悪いとおっしゃったのでしょうか。と言いますのは私たちが当たり前に疑う余地もないものとして染み込んで思っているその価値観というものと、イエス様がおっしゃっていることと違うということではないでしょうか。その部分を吟味して皆さんの内側でクリスチャンであればそれを整理しないといけないと思います。これは染み込んでいるものですから、それほど理論のように簡単にはいかないと思います。でも、クリスチャンなので、皆さんの成功と祝福のために新しい年が本当に良い年であるために、この部分は必修です。それを基準にして多くの人が災害に遭っていない者を見ると幸せだろうと思います。本当に幸せなのでしょうか。災害に遭っている者は不幸なのでしょうか。でも、クリスチャンの私たちはそれには疑う余地なしでそう思っているでしょう。だから、自分自身のことを見たときにも外見によってついつい幸せ、不幸だと思ってしまうようになります。喜びがあり悲しいことがあります。なにが悲しいことでしょうか。なにが喜びでしょうか。子どもが大学受験に合格し、自分が望んでいた大学よりもっと上のランクの大学には行ったときには喜びにあふれるでしょう。しかし、その大学に落ちたとか、志望していた大学よりはランクを下げていくようになったとなれば、別にそれが良いというわけではありません。でも、私たちにはそれが悲しいになるのです。悲しいことでしょうか。健康な人を見たときにはそれを幸せだろうと思います。癌にかかったり病気になると、別に病気が幸せだとは言いません。でも、つい、当たり前にこれっぽっちも疑わないで不幸だろう、悲しいだろうとついつい思うでしょう。なぜでしょうか。私たちの内側に今まで神様と関係なく生まれつき、そして、社会の経験をするまで積み重ねてきて形成されている価値観によってそう思うのです。でも、もし聖書が言っている真の価値観、人間が本当に人間らしく生きて勝利するためのイエス様が教えている価値観と異なる物であればそれは変えないといけないのではないでしょうか。そして、クリスチャンの皆さんにのみ許されている特権です。世の中にはどんなにお話しても理解できません。ただそうだということを考え、思い起こしていただきたいと思います。
それから、自分のプラン通りに、望どおりにしっかり頑張って、自分のタイミングに合わせて達成した場合に成功したと言います。そうでない状況を見ては失敗したとも言います。ソフトバンクの社長は昔はそんなに裕福な人ではなかったそうです。頭はものすごく切れている人で、学生のころから何年後はこうして、そのあとはこうなってという、普通の人は持たないきしんとしたプランを持ちビジョンを描いて、そして、そのとおりになったそうです。それで今はもう財閥です。日本を動かす人間のひとりではなでしょうか。それは立派な素晴らしいことだとは思います。だからといって成功でしょうか。私たちが持っている当たり前な価値観から見たときには成功です。だから、皆さんも子どもを見てそうならないから「あなたは失敗の人間だ」とすぐ責めるでしょう。そのような計画を持ってきちんと緻密に頑張ることをしないで適当にやってもいいという話ではありません。でも、それが成功でしょうか。そうでないと失敗なのでしょうか。なぜ私が年末にこのようなお話をするのかと言いますと、ちょうど順番どおりなのですがイエス様のお話の中にそれがありますので、そして、これはとても大切です。皆さんのうつ病とか様々な精神的な問題もここでクリアするようになると思います。人の愛情をたくさん受け、そのような環境に恵まれて育ちますと、その人は裕福な人でしょうか。お母さん、お父さんが離婚し、また家庭内暴力をふるうような家庭で育った子供は不幸な子どもでしょうか。幸せでしょうか。おや幸せとは言いません。でも、そのような基準で見てよいのでしょうか。クリスチャンの場合に。だから、クリスチャンなのに目指すことも、祈りの課題もすべてが変わりません。その部分を整理してできる限り神様の恵みによって徹底していただきたいと願います。私たちは当たり前にそう思っています。これが日曜学校の教師をしている場合でも、教師がこの部分にはっきりしていないと子どもたちに「イエス様の御名によって祈って頑張りましょう」という内容がこの価値、基準による幸せ、成功、喜びのためになります。それはレムナントを殺すことになります。レムナントは死の影の谷を歩いていても「私は神の子ども。幸いです」と言えるように、それが刻印されるようにしてあげないといけません。小さいときにしか機会はありません。今の私たちは神様のものすごく強烈な恵みを願いつつ今申し上げているだけであって、普通に考えると頭で理解できていても中々、変わりません。

だからこそ神様の恵みを信じて2013年最後のこの時期に一年間の様々なこと、内側のこと、外側のこと全部、総合してこの部分を正しく整理するための材料にしてください。そのような元々、私たちが持ち歩いていた価値観、世の価値観に対してイエス様のおっしゃることは何でしょうか。先ほども申し上げましたように、イエス様はユダヤ人がイエス様を殺そうとしていたその理由を私が彼らに向かって、彼らの行いが悪い、彼らは悪だと指摘をしたから彼らが怒って私を殺そうとしています。イエス様がいつ彼らを悪だとおっしゃったのでしょうか。今までのイエス様の4福音書の内容すべてを見ても、ヨハネの福音書1章から6章までの内容を見てもそうだし、イエス様がいったいなにをおっしゃったのでしょうか。いろいろなことをおっしゃいました。けれども、そのすべてをまとめて一言で申し上げると、彼らに対してイエス様がおっしゃったのは「神様の唯一の救い主、約束、契約の主である、唯一の希望キリストが世に来られ、イエスがそのキリストなのだ」というお話をされました。だから、イエス様を信じて、イエス様を受け入れること、それが神様が望まれることなのです。それがモーセが言っていたことだし、アブラハムがやっていたことだし、旧約の律法のすべての内容がそれだったのです。それほどキリストを信じること、それに神様は人間的な表現で申し上げるとすべてをかけていらっしゃるのです。「他のなにかに気が散らないで、こんがらがることなくキリストに来なさい。私がキリストだ」とおっしゃっています。神様があなたがたにプレゼントを与えられたのです。「このままではあなたがたは滅びるから、処女が身ごもって子どもを産む、それが私です。すべて疲れた人、重荷を負っている者は私のところに来なさい。それから、あなたがたが指導して多くの国民がイエスの方に来るように正しくガイドしないといけないのではないか。それなのに、あなたがたはイエスがキリストだという話を聞かないで信じないで拒んでいるのです。悪よ」とおっしゃったのです。それが悪です。これが聖書の価値観です。そうならばかわいそうな人を助けること、逆に人を殺すことは悪ではないでしょうか。もちろん悪でしょう。でも、本当の悪というものは人を殺すことではありません。なぜその人は人を殺すのでしょうか。その人は真の神様を知らないからでしょう。人がどれほど大切な存在なのかを知らないからでしょう。なぜ知らないのでしょうか。神から離れて罪を抱え、その結果、自分の意志とは関係なく目に目いない暗闇の支配者、悪魔というものに人生そのものが捕らわれて運命の力に縛られているのでそうなるしかなかったのです。それはアダム以来、全人類が同じです。だから、アダム以来はキリストに絡むことが善です。これが価値観です。クリスチャンはその価値観を持つ存在です。皆さんがなぜメッセージが理解できないのか。皆さんの人生の様々な出来事が皆さんに負担になり、プレッシャーになり、また悲しみになり理解できないこんがらがったことになってしまうのかというと、それはそれ自体の問題ではなく、皆さんがクリスチャンなのに内側でこの価値観が変わっていないからです。だから、今までの価値観によってすべてを見ているので、それに振り回され動かされるようになるしかないでしょう。皆さんはなぜ悲しむのでしょうか。皆さんの子どもが思い通りに親の言うことをしっかり聞いて、非行に走らず大学に入って、良い旦那さん、お嫁さんに巡り合い結婚をした。それが喜びなのでしょうか。そうでない子どもに向かってはこんな目つきで見るでしょう。皆さんの基準がそのような基準だからです。子どもは皆、そんな良い子にはなりません。ならないからいいというわけではありませんが、そういうことでついついすぐに判断していては子どもを正しく理解することができないのではないでしょうか。それは子どもが悪いからではなく、皆さんの価値観が変わっていないから受け入れられないのです。クリスチャンの価値観は違います。非行に走ってもよいのか。よいという話ではありません。けれども、彼が非行に走っているのか、良い子なのかが基準ではありません。素晴らしい良い子であっても、イエスと絡んでいない子がたくさんいます。それは悪なのです。なぜそのような基準を持たないのでしょうか。たとえ非行に走っていても、もしその子がイエスと絡んでいるとすれば、今その力が現れていないだけであって彼はまだその価値観が昔の価値観のままこんがらがっていて今そのような苦労をしているという見方もあります。だから、祈りつつ待つのです。彼らは非行に走っていてもその人は善かもしれません。これが変わらないと皆さん自分自身が苦労するようになります。イエス様がここで悪と定義されたのは、私たちがついつい当たり前に思っているものを悪とは言いません。「あの人悪いな」とつい引っかかるでしょう。だから、人生は難しいのです。

なにがそんなに悪いのでしょうか。なにがそんなに良いのでしょうか。イエス様はおっしゃっています。イエスと絡まないことを私たちの言葉で言いますと不信仰を悪と言います。と言いますのは、善はその人が例え売春婦であっても非行に走る子どもであっても、癌にかかっている人であっても、精神的な問題を抱えている者であっても、社会的に疎外されている、無視される階級の人間であっても関係なく、ものすごく貧乏でスラム街を這うような人間であってもイエスと絡む人は善です。これがクリスチャンの価値観です。そして、これが真の価値観です。皆さんがこれを素直に認めるかどうかが問題です。悪と善というのはひとつの言葉だけではありません。先ほども申し上げましたように、幸せなのか不幸なのかも同じです。イエスと絡んでいることが幸せです。そうでないことを不幸と言います。どのような専門性を持って、その分野でサミットになりトップになったとしてもイエスと絡んでいない者は成功とは言いません。しかし、イエスと絡んでいる者はそれ自体がもう成功です。私はそう信じています。それがクリスチャンの価値観です。イエスと絡んでいると刑務所中で鎖につながれゴキブリに食われるような状況であってもその人は幸せです。これがクリスチャンの価値観です。年の最後に皆さん、いろいろな思いがあるでしょうが、よく吟味して考えてみていただきたいと思います。これが神様の価値観であり、聖書が教えている価値観です。だから、神様は人を愛し、本当に愛する者はその人が価値あるものと思っていたものを全部奪い取って、ときには子どもも財産も健康も事業も全部奪って最高の価値、イエスと絡むようにされる方です。最初はそれがいやいやでしょうが、早くそれに気づかなければなりません。イエス様の肉の兄弟がいました。彼らはイエス様と一緒に暮らしていたでしょう。それで今日、イエス様にあざ笑いながら言いました。「なぜガリラヤにいるのか。今、お祝いの祭りでしょう。だから、エルサレムにたくさん人が集まるでしょう。そうならば自分を公の場に、人の前に出たい、えばりたいという人間はそういうところに行くのが当たり前でしょう。早く行きなさい」とあざ笑っていました。イエス様に向かって。そのことを聖書はこう言っています。肉の兄弟だった彼らもイエスを信じていなかった。というのは肉の兄弟であろうが関係なく、彼らも今は悪の方に属しているのです。わかりますか。今の時代は技術が発展して携帯も昔は白黒だったのですが今はカラフルで、そのカラーもより色が鮮明なものになるために画素の０がどんどん増えています。もっときれいに。それはそれなりに必要だと思うし素晴らしいです。ただ、この価値観に対しては地球が終わるまで私たちは白黒でないといけません。イエスとカラフルにあらゆる色があって、あらゆるものがあるということは間違いです。どんなに時代が変わろうが、時代がどのように多様化していくにしても価値観はひとつしかありません。イエスと絡むことが幸せであり、それが成功であり、それが喜びであり、それが善です。イエスと絡んでいないことがどんなに立派なことをやって、自分の身を燃やして人のために犠牲になりながら人を助ける人間であっても悪だと聖書は言っています。それは不幸なのです。その人生はトップに上りつめたとしても失敗です。結局、今イエス様がおっしゃっているように「私のときはまだ来ていない。あなたがたのときはいつも備えられている」とおっしゃいました。あなたがたは行きなさい。私は行きません。どういう話でしょうか。イエスと絡んでいない限りは結局はイエス様と合いません。イエス様と離れていることです。「あなたがたが神殿で何をしようが真の幸せ、神の祝福とはまったく関係ないものです。勝手にやりなさい。本物の幸せと本物の幸せとは何の関係もないことです。勝手にやりなさい」と言うことです。彼らは神殿で神様に言われた祭り、礼拝を守ろうとしていることなのに、イエスと絡んでいない限りはそれも無駄です。と言いますのは世界中のすべての人類に向かってあなたがたがやっているすべては勝手にやりなさい、そこに幸せと成功はありません。私のときとは合わないから、イエス様と絡まない限りは幸せはありません。つまり、キリストとして来られたイエス様を救い主として本当に信じるかという信仰がすべての価値の基準です。それを年の最後にひとりひとり吟味して黙想していただきたいと願います。

私たちが唯一、聖書が教えている人間の霊的な根本の問題を実際的に認めるのであれば、これは当たり前な結果です。つまり、なぜ私たちの価値観がこのようにイエス様が教えているとおりに変わらないで、今までのものをそのまま抱えて余計な葛藤や様々なことをやるのでしょうか。それはクリスチャンのみが理解できる人の霊的な根本的な問題がありますが、それを聞いていても実際的に認めないからです。実際的に認めるようにしましょう。人の問題は神から離れたところにあるでしょう。本当でしょうか。そして、その理由は罪によってできました。その結果、どうしようもない、どうにもならない悪魔のしわざに捕らわれて悪魔に支配されるようになりました。このような状態を死、暗闇、地獄と言います。この状態をすべての人間が生まれながら抱えて生きていくようになります。これを抱えているままの状態でその中に善は存在しません。義人はいない。ひとりもいないとローマの3章12節には彼らがやっているすべては悪だと宣言しています。なにか素晴らしいことをやって、子どものためになにかをやったり、電車にひかれようとしているものをなんとか助けて自分が犠牲になった。もちろん、賞賛されるべきでしょうが、それ自体を見て善とか幸せとは言いません。だからといって、そうしないでいいという話ではありません。その行いや外見を見て言うようなことではないということです。すべての人が霊的なそのような状態を抱えているままです。そのままの人生、人間の中に善、幸せ、成功、喜びなどは存在しません。なぜこれを実際的に認めないのでしょうか。結局はここなのです。存在しません。それを何回も申し上げたように皆さんの人生をふり返って証拠を確認しないといけません。ただの理論ではありません。今までの地球の歴史を勉強しながらその証拠を見つけないといけません。特に旧約の聖書を見ながら裕福になっても、知恵が発展しても、どんなに努力をしていてもそれは幸せでも成功でも問題の解決でもなんにもならないということを見ていないのでしょうか。だから、神様はこのように怒りながらおっしゃるかもしれません。「今なにを考えているのか」。皆さんが泣いている、喜んでいるテーマに幸せも善も成功もなにもないかもしれません。それをずっと続けるつもりなのでしょうか。2013年で終わりにしましょう。そのためには人の霊的な、根本的な問題を実際的に認めましょう。そのまえですべての価値観、価値基準はイエス様が宣言為されたとおりにこなごなになり全部散らされるようになるものです。それがわかったときにパウロがキリストのゆえにすべてのことをちりあくたと思う意味が分かります。それは要らないという話とは違うのではないでしょうか。それを吟味しましょう。皆さんの価値観は何でしょうか。こうなればうれしい、こうならないと不幸。そうでしょうか。いつまでそのようなことで泣いたり笑ったり心配して落ち込んだり、あるいは浮かれたりを繰り返すつもりなのでしょうか。世界は現場は皆さんのう内側にいらっしゃるキリストのいのちを待っているのに。なにも難しいことではありません。皆さんに無理やりやらせることなど一切ありません。すべてが伝道できるような状態に変えていらっしゃいます。ただ価値観が変わっていないのでそれが本領発揮できていないということです。本当に信じますか。イエスと絡まない限りはどんなに力があり、どんなに認められ、どんなに社会的に上の立場に立ったとしてもそこに幸せはありません。成功はありません。ある意味、真の愛もないと信じますか。本当でしょうか。

そうならば、これからこのようにまとめながら決心しましょう。これからは人を上辺で判断しないようにしましょう。神様は上辺を見ないで人の心の中心を見ると聖書が言っているでしょう。非常に大切な箇所です。でも多くのクリスチャンがこれを正しく理解できません。中心を見ると言っているから、その中心が、その人が優しい人間なのかということを先に考えてしまいます。中心は何でしょうか。イエスと絡んでいるかどうかを見ていらっしゃるということです。上辺を見ないように。たとえば、教会に毎週、礼拝に来る良い子の場合でも、もしかして他の理由で来ていて中心がイエスと絡んでいないならば、それは幸せでもよい人間でもありません。ただ教会に、礼拝に中々来ないレムナント、若い人の中でもその人はイエスと絡んでいるのに余計なものに今捕らわれていて仕方がなく…の場合はどうなのかわからないのではないでしょうか。よい子なのか悪い子なのか外見ではなく、本当にキリスト、イエスと絡むように祈ってあげるべきではないでしょうか。その人がイエスと絡んでいればそれ発揮できるようにし、それが発揮できないようにぐちゃぐちゃになっているものが取り除かれるようにと祈るべきではないでしょうか。だから、私はよい子としてきちんと礼拝に来るかどうかをそんなに気にしていません。ただ本当にイエスと絡んでいれば「礼拝に来なさい」と言わなくても来るでしょう。そう思います。単に来る、来ないで悪いとは思いたくありません。でも、だいたい大人の方がそう思ってしまうのでなんとか葛藤しながら来たいという思いがあっても「もういいや」となってしまいます。外見で人を判断しないでください。先ほども話したように子どもが周りから「良い子。良い子」と言われ、まじめに勉強してあまり親に心配をかけないでやるとなれば、皆さんはそれでほっとして安心でしょうか。イエスと絡んでいるかどうかを見てください。逆に悪いことがないからイエスと絡むことをあまり気にしない場合は必死で祈らないといけません。それは私は悲しいことだと思います。子どもがどんなに成功したとしてもイエスと絡んでいない限りは、私は子どものために涙を持って祈ります。それは喜べません。ちっとも喜びがありません。なぜそれが喜びでしょうか。だから、ダメになれば喜ぶのか。そうではありません。「もしだめになってイエスと絡むことがあれば神様、それも結構です」。私は分かっています。イエスと絡むことが善であり、今現在、人殺しの罪で刑務所の中に入っている者でもイエスと絡む人はその人が善です。その人は幸福な人になります。私は信じています。そうでなければ教会もいらないし、来年、皆さんが何のために生きるかという理由もありません。それこそが善、幸せ、喜び、勝ちだと分かっているから、現場で様々な人々にイエスと絡んでないまま勘違いしている者、苦しんでいる人々に「イエスと絡みなさい」と言うために2014年も私たちに許されています。
それで世の価値基準によるすべての判断から自由になってください。自分自身に対しても。ほとんどのクリスチャンがこれであれでと自分に自信が持てません。自分が本当に幸せな者だと自信を持って喜んで賛美できません。世の、すでに染み込んでいる価値観に騙されるからです。本当に正しい価値観を持ってそこから自由になってください。自分自身だけではありません。皆さんと関わっている周りの人々を見ながらも、引っかかる様々なところから自由になるようにしてください。それでこのように皆さんの心の中にイエス様を信じる信仰、これが最高に尊い価値であることを本当に素直に真心から認めて、皆さん自分自身と自分に与えられた人生を改めて整理するようにしましょう。自分自身もそうだし、皆さんに残されている人生も尊いものだということを認め、その内容が何なのかということを細かく整理して行くようにしましょう。本当に尊いのです。だから、自分自身と自分に与えられている人生を大事にするようにしましょう。大事にするというのは利己主義的な、自己中心的なという意味ではありません。本当に大事にしてください。ですから、礼拝も大事にするようになるし、自分が幸いなもので大事な存在であるからこそ礼拝に来ます。みことばを黙想したり祈るというのはキリスト教の儀式の項目ではありません。皆さんが聖霊が宿っている尊い存在で、これが皆さんの能力とは関係なく周りの人々に光を照らす条件であれば、だから、祈るのです。また、その価値を忘れないために、みことばを黙想しながらキリストの告白をともにします。自分自身を大事にするものは祈らないといけません。祈らざるをえません。神のみことばを聞かないとまた昔の価値観によって自分を勝手に思ってしまうようになりますので。自分自身に与えられている様々な状況、ときにはそれが問題、うれしいこと、いろいろあるかもしれません。すべては祝福なのに全部見逃してしまうでしょう。そうならないためにみことばを聞いて黙想するのです。そうでないと昔の価値観のまま、また見て解釈してしまうのです。皆さんは間違いなく世界中、日本中、最高に価値ある存在です。それを根拠を持って年末に整理していただきたいと思います。そう思わせないようにする理由が何なのかを一つ取り上げ全部こなごなにして、全部流してください。嘘です。イエスと絡んでいないのであればその人は言うまでもありません。イエス様と絡んでください。でも、今の現状や皆さんのレベルや、今の状況や過去のなにかのことやなど、いろいろあってもイエスと絡んであれば今までの価値観を全部無視して「私は幸いな者だ。尊い存在。私のために家庭と地域と日本と世界が、自分の分野が変わるのだ」といつも自分に言い聞かせてください。余計な否定的な思いやうつの思い、暗い思い、不平不満などは本当は私には似合わない者だと整理していただきたいと思います。全部まとめると騙されないように。このようにクリスチャンの価値観を正しく吟味して、ずっと握っていると良いお年を迎えるようになります。ただ挨拶で「よいお年を」と言うから良いお年を迎えるのであれば、世界は全部変わったでしょう。違うので「よいお年を」と皆さんお互いに挨拶するときにはこの価値観を整理しなさいと言う祈りを込めて、また挨拶を受ける人も「これを整理する」という覚悟で受けてください。そして、イエスと絡んでいない家族や隣の人々、知り合いと挨拶するときには仕方がなく嘘なのですが形式的に「よいお年」を挨拶し、でも、そこにはこれを絡めて「イエスと絡む年になりなさいよ」という気持ちを込めて「よいお年を」と挨拶します。これがクリスチャンの挨拶です。そうしたことないでしょう。普通に「よいお年を」「あけましておめでとう」と言っているでしょう。なにがおめでとうでしょうか。
最後にイエス様がおっしゃいました。パリサイ人とユダヤ人と指導者とものすごく立派な人に向かって悪いとおっしゃいました。よくよく考えてください。皆さんが善です。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。2013年の最後の聖日礼拝をともに捧げることを感謝いたします。どうか兄弟姉妹がイエス様のメッセージどおり、なにが善でなにが幸せ、何が不幸、悪なのかなどの価値基準をイエス様を基準にして整理することができるように。今まで知らずに染み込んでいる世の価値観を粉々にして流すことができるように。騙されないように。この価値観を整理して自分と自分の人生を大事にする結論を持って新しい年を迎えるようにしましょう。そしで、新しい年にはこれが本領発揮できる輝く年となれるように祝福を与えてください。今、どのような状況、どんな問題があっても、イエスと絡んでいる自分は最高に幸せな者であるということを主が教えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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